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体操、座学、畑作業を組合せた学習プログラムの概要と知的障がいの

ある青年の行動変化及び生涯学習法としての活用可能性について 

○前川 哲弥（NPO法人ユメソダテ理事長、株式会社夢育て代表取締役） 

外山 純 （NPO法人ユメソダテ理事、よむかくはじく有限責任事業組合代表） 

１ 夢育て農園“人を育てる畑”の学習プログラム 

(1) 知的障害者の認知的成長から行動変化へ 

2023年11月に夢育てが発表した2論文１）2）は知的障害が

あっても成人していても、環境を整えやり方を工夫するこ

とで、認知的に成長できることを定量的に示した。夢育て

農園はﾉｳﾌｸｱﾜｰﾄﾞ2023ﾁｬﾚﾝｼﾞ賞を受賞し、知的障害のある

成人の成長可能性が関心を集めつつある。 

知的障害者の主な居場所である家庭、特別支援教育、障

害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所及び障害者雇用企業の方々（以下「ﾒｲﾝ

ｽﾄﾘｰﾑ・ﾌﾟﾚｲﾔｰ」）にとって、認知的成長は良いことだが、

ｺﾞｰﾙではない。彼らは、当事者が認知的成長を通じて心理

的に落ちついたり、行動が変化することを通じた社会参加

の前進を求めている。そこで本稿では我々のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを概

説し、受講生の行動変化をお伝えし、社会参加の前進に至

る道筋に仮説をお示し、方法の導入について提案する。 

(2) 人を育てる畑コースのプログラム 

夢育て農園の人を育てる畑ｺｰｽは週１回木曜午後に2時間

半、以下の表1ようなプログラムを実施している。 

表１ 人を育てる畑プログラム 週１回木曜午後開催 

13：30-13：05 はじめの会（スケジュール確認） 

13：35-13：55 体操（ブレインジム等） 

13：55-14：45 座学（フォイヤーシュタイン等） 

14：45-15：00 夢ノートを使った夢語り 

15：00-16：00 畑作業 

ア 体操（国際教育キネシオロジー財団ブレインジム等） 

知的障害者には身体の使い方が不器用な人が多い。農作

業でも、姿勢保持、巧緻性、手と目の協応などに問題があ

る。そこでﾌﾞﾚｲﾝｼﾞﾑや夢育ての天田武志先生が独自に考案

された体操を毎回20分程行っている。これによって足の筋

力や柔軟性、姿勢の安定性や体のﾊﾞﾗﾝｽが向上し、ほとん

どの受講生が安定してしゃがめるようになり、できる農作

業が増えている。また壁に沿って真っすぐ1分立つ壁立ち

も実施し、1年3か月かけて壁立ちできるようになった受講

生は、同時期に座学学習も大きく前進した。身体発達は認

知発達の重要な基礎をなしているとの強い心証をもった3）。 

イ 座学（フォイヤーシュタイン教材等） 

夢育て農園開園～昨年の職リハ認知発達論文2）のｱｾｽﾒﾝﾄを

実施した2023年夏までの間は、座学ではﾌｫｲﾔｰｼｭﾀｲﾝの「点

群の組織化」のみを実施し一定の成果を上げた。その後新

たに、目に見えないので知的障害のある人たちにとって難

しい最初の関係概念としての前後左右（空間定位1）をク

ラス全体で学んだ。また、①個々のｱｾｽﾒﾝﾄ結果に応じて2

つの絵や図や言葉を比べ、共通点と相違点を言葉で表現し

たり、上位概念を使って表現する「比較」課題に取り組む

ｸﾞﾙｰﾌﾟと、②主に図形を対象に、全体を部分に分解し、部

分を合わせて全体を構成する「分析的知覚」を学ぶグルー

プに分け、学びに努めた。毎回50分程度いずれも教科学習

以前の「考える方法」を学ぶもので、成果としての認知発

達の状況は、本職リハに別様論文にて発表する「体操、座

学、畑作業を組合せた学習プログラムが知的障がいのある

青年の認知発達に与える影響についての継続的な研究」を

参照願いたい。なおﾆｺﾆｺｲﾝ5）を用いて買い物ができるよう

になり自立に向けて踏み出す受講生もいる。 

ウ  夢語り 

知的障害者の就労訓練の場では「指示に従える人を育て

る」ことに主眼が置かれがちで、自我の目覚めが遅い彼ら

の発達のﾀｲﾐﾝｸﾞとﾐｽﾏｯﾁが起こり易い。私たちは発達のｽ

ﾋﾟｰﾄﾞを促進することはできても、その順序を変えること

は難しいと考えている。そのため、むしろ自らの思いを表

出する機会を積極的に増やし、大人との対話の機会を増や

すことで主体性を育てたいと考え、毎回15分程度夢語りの

時間を設けている(夢育て活動）。例えば2023年3月に「仮

面ﾗｲﾀﾞｰになりたい」と言っていた20代の受講生は、10月

には「仮面ﾗｲﾀﾞｰのように悪い奴をやっつけたい」と比喩

表現となる等、夢は現実的かつ具体的でなっていき、今は

水泳やダンスやピアノや旅行など誰もが素敵だと思う夢や

希望を語るようになった。我々が2021年第29回職リハ論文

で述べたことを証明してくれた6）と考えている。 

エ 畑作業 

畑では、屈伸、草刈り、播種、肥料まき、鍬振り～畝た

て、収穫、袋詰め、言葉や絵の記述から作物をあてるｸｲｽﾞ、

野菜の生育状況を確認しながら時間による変化を時系列で

比較する畑ﾂｱｰ、畑で点群等を実施している。受講生のｽﾄﾚ

ｽを下げ心身を活性化する畑作業１）は、触覚・味覚・嗅

覚・固有受容覚等五感をフルに動員することから、抽象性

が極めて低く、複雑性については単純なものから複雑なも

のまでﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝが豊かで、知的障害者にとっては理想的な

認知教材である。体操を通じた姿勢保持や巧緻性、手と目

の協応への努力とも関連が深く、比較や空間定位等の座学

での学習とも関連が深いことから、大きな相乗効果を得る

ことができている。 

 

２ 受講生の行動変化 
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ア 行動変化に関するアンケート結果 

2023年8月ご家族と本人と三者面談を行った際ほぼ全家

族が受講生の行動変化に気づいておらず、認知的成長結果

に驚いていた。認知ﾃｽﾄから約1年となる2024年7月、受講

生家族を対象に「受講生の行動変化についてのｱﾝｹｰﾄ」を

実施した。表2に示す9項目の質問のうち後半6項目はﾌｫｲﾔｰ

ｼｭﾀｲﾝのｻﾌﾞｺﾞｰﾙに対応している。入学時と現在の状況を1

～5点で評価して貰い、結果を入学時と2024年7月時点の評

価を「入学」「現在」として%換算し上昇幅を示した。ま

た評価が「上昇」「横這い」「下降」した人数が8名に占

める%も示した。受講生の平均在籍期間は15.5か月である。 

表2 受講生の行動変化に関するアンケート結果 

  入学 現在 差 上昇 横這 下降 

1家事参加 38% 56% 19% 63% 38% 0% 

2作業仕事参加 47% 59% 13% 38% 63% 0% 

3趣味余暇参加 53% 69% 16% 63% 38% 0% 

4挑戦行動 41% 50% 9% 38% 63% 0% 

5模倣行動 41% 47% 6% 25% 75% 0% 

6好奇心 44% 59% 16% 63% 25% 13% 

7反省行動 31% 34% 3% 25% 63% 13% 

8自己表現行動 34% 47% 13% 63% 25% 13% 

9分ち合い行動 47% 56% 9% 38% 63% 0% 

計 42% 53% 11% 46% 50% 4% 

 総合評価は42%から53%と11ポイント上っており、8名全

員が合計評価を上げた。昨夏感じていなかった行動変化を、

家族が感じていることが分かる。 

特に10ﾎﾟｲﾝﾄ以上上昇した項目は「1家事参加」「3余暇

参加」「6好奇心」「8自己表現行動」「2作業仕事参加」

の5項目であり、認知機能の上昇が行動変化に表れ易い項

目と思われる。次に10ﾎﾟｲﾝﾄ近く評価の上がった項目は「4

挑戦」と「9分ち合う行動」であった。最も評価上昇が少

なかった項目は「7反省」と「5模倣」で、特に反省行動の

上昇は僅かだった。これら2行動が変化するには、更なる

成長が必要な比較的高度な行動であると考えている。好奇

心や自己表現は早く改善するが、反省や模倣には大きな認

知的成長を要すると覚悟して頂くのがよさそうである。 

最も評価上昇の大きかった家事参加は、利他性の高い項

目でもあり、夢育てでは重視している。具体的に受講生が

新たに参加した家事は、洗濯と片付けが最も多く、次に掃

除、買い物、ゴミ出しと続いた。 

イ 認知的成長と行動変化の関係仮説 

このように認知的成長が先に表れ、行動変化が後に表れ

たが、ﾒｲﾝｽﾄﾘｰﾑ・ﾌﾟﾚｲﾔｰが求めている社会参加の質量の充

実に至る道筋について、図１に示すように一つの仮説を提

案したい。知的障害のある人たちは、まず認知的に成長し、

これを通じて不安が減る等心理的成長が生れ、これらが積

み重なって行動変化が生じ、豊かな人間関係とあいまって

社会参加が質量ともに増えていくという仮説である。認知

的成長にも何段階かがあり、不安の減少の後に柔軟性が増

し、更に成長すると反省的自己を手に入れるものと思われ

る。今後、検証していきたい。 

 

図１認知的成長、心理的成長、行動変化、社会参加関係図 

 

３ 学校、福祉、企業への応用可能性 

知的障害者が特別支援学校卒業後も認知的成長を続ける

ことができるとしても、ﾒｲﾝｽﾄﾘｰﾑ・ﾌﾟﾚｲﾔｰがこの努力に参

加しなくては、知的障害者を巡る社会状況を変えることは

できない(18歳の壁問題）。夢育てではﾌｫｲﾔｰｼｭﾀｲﾝ理論と

その14教材について私たちのﾉｳﾊｳを公開している7）。特に

家族や、学校の先生や、福祉事業所の支援員や障害者雇用

企業の方に学んで頂きたい。 

また、その組織にあった方法をﾃｲﾗｰﾒｲﾄﾞすることで、そ

れぞれの組織に適した方法を創っていきたい。例えば4ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑのうちできるものから順序を決めて導入したり、週1

回2.5ｈではなく週5回30分といったｱﾚﾝｼﾞを設計したり、

農作業ができない事業所には既存の仕事への活用も検討で

きると考えている。関心を持って下さる組織とご一緒に、

是非、成長の喜びが当たり前にある社会を創っていきたく、

関心のある組織からのご連絡を歓迎している。 
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